
　 謹んで、 新春のお慶びを 申し あげま す。

　 会員・ 酪農家・ 関係機関の皆さ ま には、 旧年中

のご支援、 ご 協力に対し ま し て厚く お礼申し 上げ

ま す。

　 昨年を 振り 返り ま すと 、 国内経済は内需主導で

回復が進み、 特に個人消費と 設備投資が成長を 支

え、 全体と し て 経済は堅調な 推移と なり ま し た。

し かし 、 人口減少や輸出の伸び悩み、 賃金上昇の

ペース が物価上昇に追いつかないなど 、 構造的な

課題が成長を 制約し ていま す。

　 世界に目を 向けま すと 、 世界経済は緩やかな成

長が見ら れる も のの、 ロ シアのウ ク ラ イ ナ侵攻の

長期化、 米中対立、 中東情勢の不安定化など の地

政学的リ ス ク を はら んでおり 、 地域別には米国で

の利上げ政策の影響緩和、 欧州でのエネルギー価

格や財政課題、 中国経済の成長鈍化など 警戒が必

要な状況です。

　 酪農を 取り 巻く 環境は、 昨年10月に全国の指定

団体に生乳を 出荷する 酪農家戸数が１ 万戸を 割り

込むなど 、 昨今の環境悪化の影響が出ていま す。

具体的には、 飼料価格の高止ま り 、 仔牛の販売価

格の低下、 機械、 水道光熱費など 諸経費の増加な

ど です。 熊本でも ４ 月に390戸だっ た 酪農家戸数

も 現在は375戸と 15戸減少し ていま す。

　 県内では、 有数の酪農地帯への半導体関連企業

の進出が著し く 、 巨額の経済効果が期待さ れてお

り ま す。 し かし 、 周辺地域の農地転用によ る 牧草

地不足や家畜排せつ物への対応、 交通渋滞、 人件

費の上昇など 酪農経営への多大な影響が懸念さ れ

ていま す。 食料自給率のアッ プや食糧安保の面か

ら も 国、 県と 協力し ながら 、 酪農を し っ かり 継続

でき る よ う 酪農生産基盤の維持に向けた取り 組み

を 行いま す。

　 こ のよ う ななか、 昨年は県酪連創立70周年、 ら

く のう 牛乳発売50周年を 迎える こ と ができ 、 11月

２ 日には阿蘇ミ ルク 牧場での「 ら く のう 牛乳発売

50周年感謝祭」、 11月20日には多く の関係者を お

招き し 、「 県酪連創立70周年、 ら く のう 牛乳発売

50周年の記念祝賀会」 を 開催する こ と ができ ま し

た。 改めて皆様にこ の場を 借り ま し て感謝申し 上

げま す。 こ の歴史の重みを 胸に、 私たちはこ れか

ら も 、 酪農業の未来を 築く ための施策に取り 組ん

でま いり ま す。 特に、 持続可能な経営を 実現する

ため、 経営効率化や収益改善につながる 支援策の

強化、 地域やそれぞれの経営に応じ た生産体制の

整備を 推進し 、競争力のある 酪農業を 目指し ま す。

　 本会の令和６ 年度の業績は、 11月ま での事業高

で495億円と 前年比101.2％、 税引前利益も 前年比

113.3％と 順調に推移し て おり ま す。 乳業事業で

学校給食向けなど 新規取引先の拡大や乳飲料やデ

ザート 製品など が好調に推移いたし ま し た。 海外

事業につき ま し ては、 新たな輸出先拡大へ積極的

な取り 組みを 行っ ており ま す。 ま た、 昨年７ 月に

は熊本工場に増設し た冷蔵倉庫も 完成し 、 更なる

事業拡大に向け取り 組みを 進めていま す。

　 今後も 熊本県の酪農発展のため、 皆様と と も に

役職員一体と なり 事業に邁進し て参り ま す。

　 新たな年が、 皆様にと っ て希望と 成長の年と な

る こ と を 心よ り 願っ ており ま す。 厳し い状況が続

く 中でも 、 共に支え合い、 熊本の酪農業を 未来へ

と 繋げてま いり ま し ょ う 。

　 本年も 変わら ぬご 支援と ご 協力を 賜り ま すよ

う 、 よ ろ し く お願い申し 上げま す。

熊本県酪農業協同組合連合会

　 代表理事会長

隈　 部　 　 　 洋　

新年のご挨拶

新年明けま し ておめでと う ございま す。

　 　 本年も よ ろし く お願いいたし ま す。
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　 明けま し ておめでと う ご ざいま す。

　 熊本県酪農業協同組合連合会におかれま し ては、 日

頃よ り 県政の推進に御理解と 御協力をいただき ま すと

と も に、 酪農・ 乳業の振興を通じ 地域経済の活性化と

産業の発展に御尽力いただき 、 心よ り 感謝申し 上げま

す。

　 昨年、 貴会は創立70周年を迎えら れま し た。 熊本県

が全国第３ 位の生乳生産量を誇る 西日本最大の酪農県

で、 本県農業産出額の１ 割を占める 主要品目と なって

いる こ と は、 70年間、 酪農家の皆様と 貴連合会を はじ

めと する 関係者の皆様がたゆま ぬ努力を 続けてこ ら れ

た賜物である と 深く 敬意を 表し ま す。

　 さ て、 近年の不安定な 世界情勢や記録的な 円安の

中、 日本の食料安全保障を 担う 本県農業への期待はま

すま す大き く な っ て いま す。 酪農情勢につき ま し て

も 、 飼料や資材価格の高止ま り や飲用牛乳の消費低迷

等が続いており 、 経営に大き な影響を及ぼし ていま す。

　 そのよ う な中、 酪農家の皆様の土地基盤に立脚し た

自給飼料の生産拡大や安全・ 安心な生乳の生産等は、

国土保全や食料の安全保障に大き く 貢献さ れている も

のと 認識し ていま す。 ま た、 生産から 販売に係る 様々

な事業への貴会の積極的な取組みは、 酪農情勢を良い

方向へ導いていく も のと 期待し ており ま す。

　 私は知事就任時から 、 熊本県の豊かな農畜産物のポ

テ ン シャ ルを 最大限に発揮する ため、「 食のみやこ 熊

本県」 の創造を 掲げてま いり ま し た。 その第一歩と し

て、 昨年10月に庁内組織体制の強化を 図る ため「 食の

みやこ 推進局」 を新たに設置し 、 高付加価値化等によ

る 稼げる 農林水産業の実現に向けて取組みを始めたと

こ ろです。 熊本県の重要な産業である 酪農につき ま し

ても 、 国の施策と も 連携し 、 飼料価格対策、 生産基盤

対策、 消費拡大対策等を し っ かり と 進めて参り ま す。

　 最後になり ま し たが、 皆様方の御健勝と 御多幸、 そ

し て新し い年が更なる 飛躍の年と なり ま すこ と を心か

ら 祈念申し 上げ、 新年の御挨拶と いたし ま す。

　

　 熊本県知事

木　 村　 　 　 敬　

　 新年明けま し ておめでと う ご ざいま す。

　 熊本県酪農業協同組合連合会の会員、 酪農家の皆

様、 そし て役職員の皆様におかれま し ては、 良き 新春

をお迎えのこ と と お慶び申し 上げま す。

　 日頃よ り 、 弊会事業に特段のご支援ご 協力を賜り 厚

く 御礼申し 上げま す。

　 令和７ 年の年頭に当たり ま し て、 一言ご挨拶申し 上

げま す。

　 昨年は能登半島での地震や台風10号によ る 暴風雨、

豪雨災害が相次ぎ、 多く の酪農・ 乳業関係者が影響を

受けま し た。 改めて被災さ れた酪農・ 乳業関係者の皆

様に心よ り お見舞い申し 上げる と と も に、 今年は災害

のない平穏な一年と なる こ と を 願っ ており ま す。

　 さ て、 我が国の酪農情勢につき ま し ては、 乳価は上

昇し たも のの生産資材・ 燃料価格の高止ま り や副産物

価格の下落は酪農経営を圧迫し 、 酪農家戸数の減少に

歯止めがかから ない状況と なり ま し た。

　 こ のよ う な中、 ６ 月に食料・ 農業・ 農村基本法が改

正さ れ、 基本理念に「 食料の安定供給の確保」 が掲げ

ら れま し た。 将来、 海外から の食料や原料等の輸入が

ま ま なら なく なる こ と が考えら れる 中、 国内の生乳生

産基盤を 維持する こ と が重要にな っ て く る と 思いま

す。 そこ で、 次期酪肉近における 生乳生産目標につい

て は780万ト ン を 維持でき な いかと 考えて いま す。 輸

入乳製品の一部を流動的に国産に置き 換える こ と で安

定的に生乳を 生産でき る 体制にし 、「 思い通り に搾乳

でき る 」 環境を 整え、 酪農家のモチベーショ ン を高め

ら れればと 思いま す。 食料安全保障の観点と 持続可能

な酪農経営の構築に向け、 今後と も 、 日本酪農政治連

盟や他団体と 協調し つつ、 酪農対策の一層の充実につ

いて政府・ 与野党に強く 要請し てま いり ま す。

　 こ う し た 中、 私ど も 全酪連は、 本年４ 月から は第

十三次中期事業計画の中間の年がス タ ート いたし ま

す。 引き 続き 「 販売事業の強化」「 業務効率化」 を 柱

と し て、「 NEXT  STA GE 全酪」 を 合言葉に次の段階

へのス テッ プアッ プを目指し 、 会員の皆様のご 協力と

行政・ 関係団体のご 指導ご支援を 賜り ながら 、 持続的

な酪農生産基盤の構築に尽力する 所存であり ま す。

　 最後に、 熊本県酪農業協同組合連合会と 会員の益々

のご発展と 、 酪農家の皆様そし て役職員の皆様のご 健

勝と ご 発展をご 祈念申し 上げま し て、 新年のご 挨拶と

さ せていただき ま す。

全国酪農業協同組合連合会

　 代表理事会長

隈　 部　 　 　 洋　
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　 新年あけま し ておめでと う ご ざいま す。

　 ま た日頃よ り 、 熊本県の酪農家の皆様並びに熊本県

酪連役職員の皆様には、 本会の事業推進にご 協力を賜

り 厚く 御礼申し 上げま す。

　 昨年は８ 月に台風10号が九州に接近上陸し 、 牛舎施

設等の被害や生乳廃棄にも 見舞われま し た。 ま た、 11

月には国内初の発生と なる ラ ン ピ ース キン病が九州で

確認さ れ、 生乳出荷乳量の減少や家畜の移動制限、 患

畜の隔離、 殺虫駆除など の対応に追われ、 経営の厳し

い中に大変なご苦労を さ れたと 思いま す。 改めて、 酪

農経営を 守る ために家畜防疫の重要性を 再認識さ せら

れた と こ ろ であ り ま す。 ま た、 台風被害にあ われた

方、 感染農家の皆様へのお見舞いと 被害を食い止める

ための関係各位のご努力に感謝申し 上げま す。

　 我々酪農家はかつて経験し たこ と がないよ う な厳し

い酪農経営環境は依然と し て続いており 、 飼料、 生産

資材、 燃料等の生産コ ス ト は高止ま り し たま ま です。

一方で牛肉の消費減退から 副産物価格も 下がっ たま ま

で、 ただちに経営が好転する こ と は考えにく い状況に

あり ま す。

　 こ のよ う な中、 本会は九州酪農の存続のために３ 年

間連続と なる 乳価値上げの申し 入れを 行いま し た。 ２

回にわたっ て乳価値上げと なったにも 関わら ず、 酪農

廃業のペース は令和５ 年度と 変わら ないこ と やコ ロ ナ

禍に借入し た運転資金の返済がこ れから 始ま る 中にお

いて、 返済でき る ほど 利益が得ら れていない事につい

て理解を求めま し た。 再三におよ ぶ食品や生活資材の

値上げによ り 牛乳・ 乳製品の消費も 減退し ており 、 乳

製品在庫の積み増し も 懸念さ れま すが、 酪農経営環境

は将来が見通せる ほど 好転し ていないこ と を訴えま し

た。

　 生乳販売においては、 系統外の生乳流通の増加から

その影響を 無視でき なく なっ ており ま す。 九州におい

て も 系統外の生乳で製造さ れた牛乳が需要期に欠品

し 、 不需要期には売り 場に戻る など の影響を受けてい

ま す。 農水省主催の生乳の需給等に係る 情報交換会で

は、 不需要期に牛乳を安売り し て需給調整する のでは

なく 、 系統内と 系統外で平等に加工を 発生さ せる 需給

調整について意見し ている と こ ろ であり ま す。

　 最後になり ま すが、 年頭にあたり 皆様方の御健勝、

御多幸と 九州酪農の繁栄を祈念申し 上げ、 新年の御挨

拶と いたし ま す。  

　 新年あけま し ておめでと う ご ざいま す。

　 皆様におかれま し ては、 良き 新春をお迎えのこ と と

お慶び申し 上げま す。

　 平素よ り 、 当協議会の事業運営につき ま し ては、 多

大なご理解と ご協力を いただいており ま す事に心よ り

御礼申し 上げま す。

　 さ て、 昨年を振り 返り ま すと 物流に係る 運賃の値上

げによ る 経費増や為替の影響によ る 生産コ ス ト の上昇

と 依然と し て酪農情勢は厳し い状況が続いており ま す。

ま た、 イ ンフ レ で乳製品の消費が減少傾向にある ため

一般消費者に対し て理解醸成活動が重要と なり ま す。

その中で「 牛乳の価値」 を 伝えて、 一般消費者の購買

意欲を上昇さ せる こ と が大事だと 感じ ており ま す。

　 当協議会では、 ５ 月の総会で役員改選を行い、 新執

行部体制で運営がス タ ート し 、 前年に引き 続き 、 一般

の消費者への理解醸成や酪農家の知識の向上に注力し

活動し て き ま し た。 ６ 月の「 ち ち の日に牛乳を 贈ろ

う ！キャ ン ペーン」 や11月の「 2024く ま も と 農業フ ェ

ア 」 では、 一般消費者を 対象にLL牛乳を 中心と し た

理解醸成グッ ズ等の無料配布を 実施し 、「 牛乳たく さ

ん飲みま す。」 や「 こ れから も お仕事頑張っ てく ださ

い。」 と 消費者の方々から 温かい言葉を いただき、 理

解醸成の大切さ と やり がいを 感じ る こ と ができ ま し

た。 ま た、10月下旬には「 酪農ふれあい体験交流事業」

で約50名の年長の園児を 対象に実施し 、 園児達の笑顔

や牛と の触れ合いを 通し て、 子供たちに酪農や乳牛の

魅力を 伝える こ と ができ ま し た。

　 さ ら に、 ９ 月には酪農家の知識向上を目指し て「 夏

季酪農大学」 を 開催し ま し た。 当日は、「 酪農業を 取

り 巻く 最新の税制」 と 「 土づく り ・ 草づく り のポイ ン

ト ～安定し た自給飼料生産に向けての考え方～」 の２

講演を 行い、 税の話から 自給飼料の話と 今後の酪農経

営に活用でき る 話ではなかっ たでし ょ う か。

　 酪農家戸数の減少およ び生産基盤の弱体化等、 今後

も 懸念さ れる 事が多数あり ま す。 その様な中でも 、 消

費者の方々に一杯でも 多く の牛乳を飲んでいただける

よ う な理解醸成活動がよ り 一層重要であり 、 各関係組

織と 協力し 情報交換等し ながら 活動し ていき たいと 思

いま す。

　 最後になり ま し たが、 本年も 皆様方にと って良い年

と なり ま す事を 祈念申し 上げ、 新年のご挨拶と さ せて

頂き ま す。

熊本県酪農青壮年部協議会

　 委員長

中　 村　 俊　 介　

　 九州生乳販売

農業協同組合連合会

　 代表理事会長

中　 村　 隆　 馬　
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　 謹んで新春のお慶びを申し 上げま す。
　 日頃よ り 当連盟の活動に対し 、 会員の皆様にはご理
解ご 協力を賜り 、 心よ り 感謝申し 上げま す。
　 さ て、 昨年も 酪農乳業においては需給緩和傾向が続
き ま し た。 物価上昇に伴い、 一般消費者の購買意欲が
低下し 牛乳の購入数量は減少し ていま す。 酪農を 取り
巻く 情勢については、 一昨年ま での２ 年連続し た乳価
改定によ り 復調の兆し は見えてき ま し たが、 生産コ ス
ト の上昇に追いついておら ず、 依然と し て厳し い状況
です。 ウ ク ラ イ ナや中東等の海外情勢不安や円安の進
行によ り 、 配合飼料・ 購入乾牧草価格や生産資材価格
等が高止ま り し ま し た。 ま た、 子牛販売価格は低迷し
ており 、 酪農経営は危機的な状況が続いていま す。 全
国の酪農家戸数が１ 万戸の大台を割り 、 こ のま ま 経営
環境が改善さ れな ければ、 生産者の廃業が一層加速
し 、 酪農生産基盤の崩壊が危ぶま れま す。
　 こ のよ う な中、 当連盟におき ま し ては、 酪農政策の
拡充を 求め、 関係団体と 連携し 、 様々な 要請活動を
行っ て参り ま し た。 ま た、 昨年に引き 続き 、 フ ード バ

ン ク 熊本へのLL牛乳の贈呈や新聞広告掲載によ る 消
費者への理解醸成活動など 積極的な消費拡大への取り
組みを 展開し ま し た。
　 ま た、 昨年７ 月の全体委員会は一般社団法人Ｊ ミ ル
ク の内橋専務理事を 講師に招き 、 酪農を取り 巻く 情勢
について見識を 深めま し た。 11月に農水省への訪問と
本県選出国会議員への要請活動を 予定し て いま し た
が、 衆議院議員総選挙の実施に伴い延期し ま し た。 本
年３ 月に上京し 、 酪農経営への支援およ び総合的酪農
経営支援対策の継続と 拡充の要請を行って参り ま す。
　 昨年10月に実施さ れた第50回衆議院議員総選挙にお
き ま し ては、 本連盟推薦候補４ 名全員が当選を 果たす
こ と ができ ま し た。 皆様のご 支援に改めて御礼を申し
上げま す。 さ ら に、 本年７ 月には第27回参議院議員選
挙が行われま す。 本連盟の推薦候補の当選を果たすべ
く 改めて皆様のご支援・ ご協力を宜し く お願いし ま す。
　 本年も 厳し い酪農経営環境打開のため、 予算獲得な
ら びに政策の実現に向け、 生産者の声に耳を傾けなが
ら 関係機関と 協調し 、 組織運動に尽力し て参り ま す。
ま た、 食料安全保障の確保を 柱と し た改正食料・ 農
業・ 農村基本法を踏ま え、 持続的な酪農経営の実現、
厳し い経営環境の中で生産性の高い経営を 目指し た適
正な価格形成や経営安定対策を求めて参り ま す。 こ の
危機的状況を乗り 越え将来へ希望をつなげる ため、 今
後と も 更なる 活動充実に向け、 会員なら びに関係者各
位のご 協力、 ご 支援をお願いし ま す。
　 最後に、 皆様のご 健勝と ご 発展を祈念し ま し て、 新
年のご 挨拶と さ せていただき ま す。

　 新年明けま し ておめでと う ご ざいま す。
　 皆様におかれま し ては、 新たな気持ちで新年を お迎
えのこ と と お慶び申し 上げま す。
　 会員の皆様、 各関係機関の皆様には日頃よ り 女性部
活動に対し ま し て、 多大なる ご 理解ご協力を 頂き 心よ
り 感謝申し 上げま す。
　 昨年の５ 月の通常総会において会長を 仰せつかり ま
し た内ヶ 島です。 新役員の方々と 協力し ながら 有意義
な活動になる よ う 尽力し て参り たいと 思いま すので、
何卒よ ろ し く お願いいたし ま す。
　 さ て、 昨年の新役員体制のス タ ート は、 ６ 月の「 ち
ちの日に牛乳を贈ろう ！キャ ン ペーン」 で県庁・ 農政
局への贈呈式から 始ま り ま し た。 牛乳を 試飲さ れた
木村知事、 北林農政局長から 、「 濃厚で美味し いです
ね」 と 嬉し いお言葉を 賜り ま し た。 ７ 月には「 全国酪
農青年女性発表大会」 へ参加、 ９ 月には「 夏季酪農大
学」 の開講、 10月に「 酪農女性レ ク リ エーシ ョ ン 大
会」 を 実施、「 ボッ チャ 」 大会も ３ 回目と いう こ と で
各コ ート 熱戦が繰り 広げら れま し た。 参加者も 前回を
上回り 幅広い年代の方に参加し ていただき 、 みなさ ん
笑顔で交流を 深めながら 、 日頃のリ フ レ ッ シュ ができ

たのではないでし ょ う か。
　 ま た、 消費者を対象と し た理解醸成活動を６ 月にミ
ルク 牧場と 11月に県農業公園カン ト リ ーパーク （ 農業
フ ェ ア） で行いま し た。 ら く のう 教室ではみなさ ん酪
農の話に熱心に耳を 傾けてく ださ り 、 ク イ ズを 交えて
小さ なお子様にも 楽し みながら 理解し ても ら える よ う
にし ま し た。 搾乳体験、 哺乳体験では多く の方に参加
いただき 、 直接「 牛」 と 触れ合う こ と で、「 牛」 の温
も り や仔牛の可愛さ を実感し ても ら えたのではないで
し ょ う か。 搾れた時の嬉し そう な顔や、 仔牛がミ ルク
を 飲んでく れた時の感動する 姿を 見る と 、 実際体験し
て酪農を知っても ら う こ と はと ても 大切なこ と だと 感
じ ま し た。 活動を 通し て「 牛乳が美味し い。」 や「 応
援し ていま す。」 と いった言葉、「 牛」 と 触れ合い感動
する 消費者の姿は酪農家と し て活力になり 、 こ れから
も 「 安心・ 安全」 でおいし い牛乳を届けていき たいと
実感し ま し た。
　 今年は２ 月20日開催予定の「 酪農女性の集い」 に、
南阿蘇村で有機栽培米作り を し ている 「 O2Farm 」 共
同代表の大津愛梨氏を迎えて記念講演を計画し ていま
す。 農業の新し い価値や魅力について活動・ 発信を 続
けら れている 方で、 同じ 農業に携わる 者と し て共鳴、
参考になる お話が伺える と 思いま すので、 多数のご 参
加をお待ちし ていま す。
　 酪農を取り 巻く 環境は依然厳し いも のです。 女性酪
農家は今何をすべき か、 皆さ んと 共に考えながら 女性
部の活動が意義のある も のになる よ う 努めて参り たい
と 思いま す。 新し い活動案があり ま し たら 是非ご提案
下さ い。
　 最後になり ますが、 こ の新し い年が佳き 年になる よ う
心より 祈念し まし て、 新年のご挨拶と さ せて頂き ます。

熊本県酪農女性部協議会

　 会　 長

内ケ島　 美津代　

熊本県酪農政治連盟

　 委員長

隈　 部　 　 　 洋　
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　 新年明けま し ておめでと う ご ざいま す。

　 皆様におかれま し ては良き 新春を お迎えのこ と と お

慶び申し 上げま す。

　 平素よ り 同志会活動に対し ま し て、 ご 支援・ ご 協力

をいただき 心よ り 感謝申し 上げま す。

　 昨年の国内経済はイ ンバウ ン ド 需要の回復や、 企業

の設備投資が活発化し た こ と によ り GDPがプラ ス に

転じ た一方で、 物価高が家計を 圧迫し ており ま す。 酪

農業界においても 飼料・ 資材・ 燃料価格の高止ま り に

加えて、 乳肉仔牛の価格下落など 厳し い状況であり ま

す。

　 我々同志会と し ま し ては、 乳牛改良はも ちろん、 若

い後継者が酪農に魅力を感じ ても ら える よ う な活動と

組織団結の為に活動を 行っ てき ま し た。 オール九州ブ

ラ ッ ク アンド ホワ イ ト ショ ウ 、 ベビ ーショ ウ 、 県共進

会、 九州連合ホルス タ イ ン 共進会において、 若手の活

躍が目立ったこ と は大変喜ばし いこ と です。 その中で

11月に開催さ れま し た九州連合ホルス タ イ ン共進会で

は、 本県から は未経産牛17頭、 経産牛22頭の計39頭が

出品さ れ、 グラ ンド チャ ンピ オン こ そ逃し ま し たが、

最高位決定戦で本県出品牛が上位３ 頭を独占する など

好成績を収める こ と ができ ま し た。 こ れも ひと えに、

会員一丸と なっ て改良に取り 組み、 切磋琢磨し 続けて

き た成果である と 思っていま す。 ま た、 共進会以外に

役員によ る 農水省と の意見交換会、 青壮年部合同開催

と なる ス ポーツ 大会（ ボウ リ ン グ）、 通常総会を 行う

など精力的に活動を 行っ てき ま し た。

　 今年は、 我々にと り ま し て大き な目標の年である 第

16回全日本ホルス タ イ ン 共進会が10月に北海道で開催

さ れま す。 好成績獲得に向けて盛り 上げていき たいと

思いま す。

　 ゲノ ミ ッ ク 評価は既に現場レ ベルで浸透し ており 、

種雄牛についても 遺伝的改良速度は目を見張る ばかり

です。 し かし 、 遺伝的能力を 存分に発揮さ せる こ と が

でき る かど う かは、 日々の飼養管理にかかっ て いま

す。 だから こ そ基本に忠実に、 ま た牛群検定や血統登

録、 ゲノ ミ ッ ク 評価など を活用し ながら 、 飼養管理技

術の向上を 目指し ていき たいと 思っていま す。

　 最後になり ま し たが、 本年も 、 昨年同様関係各機関

の皆様のご 指導、 ご 鞭撻を賜り ま すよ う お願い申し 上

げ、 新年のご挨拶と さ せていただき ま す。

　 謹んで新年のご 挨拶を申し 上げま す。 皆様におかれ

ま し ては、 よ き 新春を お迎えのこ と と お慶び申し 上げ

ま す。

　 ま た、 平素よ り 当協議会の活動に対し ま し てご 支援

ご協力を 賜り 、 厚く 御礼申し 上げま す。

　 昨年は、 イ ンフ レ の抑制や金利引き 上げの影響で経

済成長が鈍化し て いる 中、 特に、 米国やユーロ 圏で

は、 金融政策の引き 締めが続いて消費や投資活動に対

する 抑制的な影響を受けま し た。 ま た、 中東地域では

ガザ地区を中心にイ ス ラ エルと ハマス （ パレ ス チナ武

装組織） と の間で激し い衝突が続いており 、 各国が和

平に向けた努力を 行っ ていま すが、 根本的な解決には

時間がかかる と 見ら れま す。

　 酪農・ 乳業を取り 巻く 情勢は、 依然と し て飼料価格

の高止ま り 、 燃料・ 資材価格の高騰や副産物価格の下

落など が続き 、 昨年の乳価改定によ り 復調の兆し が見

えてき たも のの、 酪農経営は依然と し て厳し い状況が

続いていま す。 ま た、 昨年の10月に全国の酪農家戸数

が１ 万戸を 下回り 、 年々減少する 酪農ヘルパー要員や

担い手の確保など 、 やる 気向上につながる サポート 体

制の構築が重要視さ れま す。

　 そのよ う な中、 本協議会と し ま し ては、 例年、 熊本

の酪農経営充実を目標に様々な活動を 展開し ており ま

す。 昨年１ 月には視察研修と し て、 北海道の士幌町酪

農ヘルパー有限責任事業組合と の意見交換会を 実施し

ま し た。 ３ 月には熊本県酪農専門農協協議会と の合同

研修会と し て、 九州農政局の渡辺次長に「 酪農をめぐ

る 課題と 対応策について」 と 題し て講演いただき ま し

た。 12月には、 九州生乳販売農業協同組合連合会の稗

島常務と 有村部長を 講師に迎え、 国内の販売状況や季

節別乳価率など についてご教授いただき 見識を 広める

こ と ができ ま し た。

　 今後も 本協議会では、 酪農業の恒久的発展と 酪農経

営の安定を 図る ため、 酪農生産者の一層の団結を目指

し 、 今年も ら く のう マザーズ 及び各協力組織と 連携

し 、 酪農・ 乳業に係る 情報収集や課題解決に向け邁進

し てま いり ま すので、 皆様のご協力を お願いいたし ま

す。

　 最後になり ま し たが、 今後も 変わら ぬご 理解ご協力

を 賜り ま すと と も に、 本年が皆様方にと り ま し て倖多

き 良き 年と なり ま すよ う 祈念申し 上げ、 新年のご挨拶

と 致し ま す。

熊本県酪農部長連絡協議会

　 会　 長

伊豆永　 芳　 弘　

熊本県乳牛改良同志会

　 会　 長

西　 本　 道　 靖　
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　 謹んで新年のご 挨拶を申し 上げま す。
　 酪農家の皆様におかれま し ては、 健やかに新春をお
迎えのこ と と お慶び申し 上げま す。
　 旧年中は、 本利用組合の事業に対し ま し て、 格別な
ご支援と ご協力を 賜り 厚く 御礼申し 上げま す。
　 昨年は１ 月１ 日の能登半島地震から 始ま り 、 ８ 月に
は宮崎近海を 震源と する 地震、 更に日本各地での猛
暑、 豪雨被害など 自然災害に悩ま さ れた年と なり ま し
た。 酪農情勢につき ま し ては、 混乱する 世界情勢や為
替の円安傾向の影響から 、 飼料穀物、 肥料、 生産資
材、 燃料価格が高騰する など 生産コ ス ト の上昇、 県内
への企業進出によ る 飼料作物面積の減少など 酪農経営
は依然厳し い状況が続いていま す。
　 こ のよ う な中、 組合員の皆様方のご理解、 ご支援に
よ り 、 地域に密着し た事業と し て 酪農ヘルパーの育
成・ 指導に自助し 、 酪農家の周年拘束労働の改善と 、
定休日を 設け魅力ある 酪農経営の確立を 目指すため、
定期的な休日の確保、 傷病等発生時に速やかに対応す
る こ と で、 酪農経営の一助になる こ と を 認識し 役職員
一同努力し ている と こ ろです。

　 現在、 本利用組合の人員につき ま し ては、 本年度１
名採用し 、 22名体制で運営し ており 、 厳し い雇用情勢
の中、 県内外で開催さ れる 募集イ ベン ト への参加、 農
業専門応募サイ ト の活用、 各学校への説明を実施する
など酪農ヘルパーに対する 認知度向上と 要員確保に努
めており ま す。
　 更に職員育成を 図る ため、（ 一社） 酪農ヘルパー全
国協会の事業を 活用し 、 新人酪農ヘルパーを対象と し
た初任者研修に１ 名派遣し ま し た。 ま た、 指導力やコ
ミ ュ ニケーショ ン力を高める こ と によ り 職場全体の活
性化を 目的に中堅酪農ヘルパー研修に２ 名の職員が参
加予定です。
　 当組合に対する 申込需要は年々増加傾向にあ り ま
す。 皆様には当利用組合の経営状況改善のため、 年会
費の徴収にご協力いただき 感謝申し 上げま す。 来年度
は、 受益者負担の観点から 利用料金の増額を検討し て
おり ま す。 酪農ヘルパー利用組合の事業継続のため、
利用者の皆様にはご 理解いただき ま すよ う お願い申し
上げま す。
　 ま た、 酪農ヘルパー要員不足によ り 、 申し 込みを お
断り せざる を得ないこ と も 多く あり 、 大変なご 迷惑を
お掛けし ており ま すこ と を心苦し く 思う 次第です。 こ
の状況を少し でも 改善する ため、 臨時酪農ヘルパーへ
登録し ていただける 方、 酪農ヘルパーに興味のある 方
を ぜひ、 当組合役員ま でご紹介頂ける と 幸いです。
　 今後も 酪農ヘルパー事業の充実を図り 、 皆様の負託
に応えていける よ う 努めて参り ま すので、 ご理解の程
よ ろし く お願いし ま す。
　 最後に、 本年が皆様にと り ま し て健康第一と し た稔
り 多き 年であり ま すよ う に、 ご祈念申し 上げま し て、
新年のご挨拶と さ せて頂き ま す。  

　 新年あけま し ておめでと う ご ざいま す。 皆様におか

れま し ては、 健やかに新春をお迎えのこ と と お慶び申

し 上げま す。

　 昨年は、 年明け直後の能登半島地震にはじ ま り 、 世

界的な異常気象によ る 洪水等の災害が多発し ま し た。

私たちは改めて災害への対応や地球温暖化など 環境問

題に対する 取り 組みの重要性を 認識さ せら れま し た。

ま た、 社会経済は為替変動や政権与党の過半数割れ、

海外ではアメ リ カ での政権交代など 大き な変化が起こ

り ま し た。 特にロ シア・ ウ ク ラ イ ナ戦争の長期化をは

じ め各地での紛争も 多発し 熾烈化を 極めていま す。 一

方、 地元熊本では大規模半導体工場の稼働と 第２ 工場

の建設も 含め、 水や農地の問題、 極端な交通渋滞など

課題も 拡がっ ており 先行き が懸念さ れていま す。

　 酪農・ 乳業関係においては、 飼料価格は高止ま り 、

エネルギーや資材価格の高騰、 子牛価格の低迷など に

よ り 、 乳価は上がっ たも のの酪農経営は依然厳し い状

況が続いていま す。 ま た、 生乳需給の不安定さ も 未だ

解消には至ら ない状況です。 国・ 県や関係組織を挙げ

て、 その対策に尽力さ れている と こ ろ ですが、 一方で

酪農家の廃業も 増加し 減少に歯止めがかから ない現状

と なっ ていま す。

　 こ う し たなか、 当協議会では研修会や各種講習会等

を 通じ て課題や現状への認識を深める と と も に、 将来

も 安心し て 酪農が続けら れる 組織環境を 目指し て、

「 熊本県酪農組織整備推進協議会」 によ り 専門農協10

組合によ る 合併、 およ び１ 県１ 酪農協の実現に向けて

各会員の協力によ る 取り 組みを進めている と こ ろです。

　 今後も 、 想像でき ない環境の変化や状況悪化は必ず

やってき ま す。 そのためにも 私たちの酪農組織は、 よ

り 強固で盤石なも のでなければなり ま せん。 いざと い

う 時も 安心し て酪農業を 営める 組織体を目指し て協議

会活動の取り 組みを さ ら に強化し てま いり ま す。

　 引き 続き 皆さ ま のご指導ご 協力をよ ろし く お願いい

たし ま す。

　 酪農家の皆さ ま 及び関係者の皆さ ま にと って、 本年

がよ り 良き 年と なり ま すよ う 御祈念を 申し 上げ、 新年

のご挨拶と 致し ま す。

熊本県酪農専門農協協議会

　 会　 長

山　 田　 政　 晴　

熊本県酪農ヘルパー利用組合

　 組合長

岩　 根　 正　 始　
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　 新年明けま し ておめでと う ご ざいま す。

　 組合員の皆様におかれま し ては、 健やかに新年をお

迎えのこ と と お慶び申し 上げま す。

　 ま た、 日頃よ り 、 組合員の皆様及び関係各位におか

れま し ては当組合の事業に対し ま し て、 格段の御支援

御指導並びに御協力を 賜り 心よ り 感謝申し 上げま す。

　 去年を 振り 返り ま すと 、 元日から 石川県の能登半島

地震が起こ り 、 翌日には羽田空港衝突事故が起こ る と

いう 波乱の年明け でし た。 10月には石破政権が発足

し 、 明る いニュ ース ではパリ オリ ン ピ ッ ク 、 パラ リ ン

ピ ッ ク で多く の日本人選手が躍動し 、 ド ジャ ース の大

谷翔平選手がワ ールド シリ ーズ制覇と シ ーズン M VP

を成し 遂げま し た。

　 乳用牛の飼養戸数は主に小規模層で減少し 、 大規模

化が進みながら も 全体の飼養頭数は減少傾向にあり ま

す。 酪農経営における 労働時間は他の畜産や製造業と

比べ長い状況であり 、 飼養管理の見直し や機械化など

効率を 追求し た取り 組みが必要です。 補助事業を活用

し 省力化機械の導入や、 人手不足には特定技能在留外

国人の雇用等様々な方法がご ざいま す。

　 検定は牛個体毎の能力を評価する こ と で飼料改善や

繁殖管理に役立ち、 経営効率向上に貢献する 重要な役

割を担っていま す。 国が普及拡大に努めている ので、

検定農家のみが対象の補助事業も ございま す。 通常の

検定は夕・ 朝の２ 回立会のA 4検定ですが、 夕・ 朝交

互に１ 回のみの立会で検定ができ る A T検定も あ り 、

今年度も A Tタ イ マ ーの購入助成や、 6カ 月間検定料

金が無料と なる お試し 検定も 実施し ており ま す。 検定

成績等は郵送さ れる 紙媒体のも のだけでなく 、 パソ コ

ン やス マート フ ォ ン でも 確認でき る 繫殖台帳W ebシ

ス テム と いう も のも あり ま す。 各牛の分娩予定や発情

予定等様々なデータ が確認でき 、 指導員や獣医師、 受

精師と も データ の共有を する こ と ができ ま す。

　 最後になり ま すが、 １ 戸でも 多く の農家の方に検定

へご加入いただき 、 得ら れる 成績を利活用する こ と で

高品質・ 低コ ス ト 生産の経営改善、 皆様自身の生活の

安定につなげていただけたら 幸いです。

　 年頭にあたり 、 酪農家・ 検定組合員並びに関係者の

皆様にと っ て 今年が実り 多き 年であ り ま すよ う 祈念

し 、 新年の挨拶と いたし ま す。

熊本県乳用牛群検定組合

　 組合長

山　 口　 孜　 朗　
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